
葛
野
王

「
遊
龍
門
山
」
詩
考
－
比
較
文
学
的
立
場
か
ら
ー

加
　
藤
有
　
子

は
じ
め
に

　
本
稿
で

は
葛
野
王
「
遊
龍
門
山
」
　
（
詩
番
十
一
）
と
紀
男
人
コ
屋
從

吉
野
宮
」
（
詩
番
七
十
三
）
と
の
土
ハ
通
点
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

　
葛
野
王
の
「
遊
龍
門
山
」
に
つ
い
て
は
、
稿
者
が
平
成
二
十
七
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　

論
文
発
表

し
た
「
唐
の
公
主
と
『
懐
風
藻
」
」
第
三
節
で
、
葛
野
王

「
遊
龍
門

山
」
が
初
唐
の
詩
人
・
上
官
昭
容
「
遊
長
寧
公
主
流
杯
二
十

五
首
」
詩
の
影
響
に
よ
っ
て
作
詩
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
（
以
下

「
遊
長
寧
公
主
詩
」
と
略
す
）
。

　
紀
男
人
の
コ
属
從
吉
野
宮
」
に
つ
い
て
は
、
李
満
紅
氏
が
平
成
三
十

一
年
一
月
十
二
日
に
上
代
文
学
会
例
会
で
発
表
さ
れ
た
。
李
満
紅
氏
は

こ
の
発
表
で
は
、
紀
男
人
コ
屋
從
吉
野
宮
」
は
同
じ
く
上
官
昭
容
の

「
遊
長
寧
公

主
」
詩
の
影
響
の
も
と
に
作
詩
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
検

証
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
稿
者
が
従
来
よ
り
続
け
て
い
る
唐
詩
と
『
懐
風
藻
』
詩
と
の

比
較
研
究
の
調
査
資
料
の
上
で
も
、
か
な
り
以
前
か
ら
類
似
が
検
出
さ

れ

て

き
て
お
り
、
李
満
紅
氏
の
指
摘
に
よ
っ
て
更
に
そ
の
資
料
を
裏
付

け
ら
れ
た
形
と
な
っ
た
。

　
稿
者
と
李
満
紅
氏
と
が
指
摘
し
て
い
る
こ
の
上
官
昭
容
の
詩
に
つ
い

て

は
、
波
戸
岡
旭
氏
が
、
昭
和
五
十
九
年
に
発
表
さ
れ
た
「
『
懐
風
藻
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ウ
こ

吉
野
詩
の
山
水
観
ー
「
智
水
仁
山
」
の
典
故
を
中
心
に
ー
」
に
お
い
て
、

次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
さ
れ
て
い
る
。

右
の
初
唐
詩
の
中
、
特
に
上
官
儀
の
孫
女
に
あ
た
る
上
官
碗
児

（
昭
容
は
官
名
）
の
詩
に
お
け
る
仁
智
の
用
法
は
『
懐
風
藻
』
の

そ
れ
に
酷
似
し
て
い
る
。
（
中
略
）
『
懐
風
藻
』
は
特
に
初
唐
の
影

を
享
け
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
と
あ
る
。
波
戸
岡
氏
の
論
文
で
は
論
旨
が
吉
野
の
山
水
観
、
「
智
水

仁
山
」
を
め
ぐ
る
表
現
で
一
貫
し
て
お
り
、
上
官
昭
容
詩
に
関
し
て
は



右
引
用
部
の
指
摘
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
掘
り
下
げ
た
も
の
が

稿
者
の
論
文
と
調
査
で
あ
り
、
ま
た
李
満
紅
氏
の
発
表
で
あ
る
と
言
え

る
。　

ま
た
、
波
戸
岡
氏
の
前
掲
論
文
の
時
代
に
も
、
す
で
に
『
懐
風
藻
』

に

お
け
る
「
山
水
仁
智
」
周
辺
の
論
文
は
多
く
発
表
さ
れ
て
き
て
お
り
、

そ
れ
は
近
年
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
「
山
水
仁
智
」
に
関
す
る
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

察
に
関
し
て
は
そ
れ
ら
の
論
文
に
加
え
る
資
料
は
な
い
。
本
稿
で
は
上

官
昭
容
詩
を
中
心
に
『
懐
風
藻
』
詩
人
達
が
唐
詩
を
ど
の
よ
う
に
受
容

し
て
い
た
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。

一、

詩
題
一
の
問
題
占
〔

　
ま
ず
は
、
葛
野
王
の
「
遊
龍
門
山
」
詩
に
関
し
て
再
考
し
た
い
。
拙

稿

「
唐
の
公
主
と
懐
風
藻
」
で
は
、
ま
ず
、
「
遊
龍
門
」
と
い
う
詩
題

が

実
は
中
国
に
あ
る
の
だ
と
い
う
事
を
指
摘
し
た
。
時
代
的
に
懐
風
藻

成
立

と
同
時
期
と
そ
れ
以
降
の
作
詩
が
多
い
。
果
た
し
て
、
葛
野
王
は

そ

れ

ら
を
周
知
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
時
代
の
要
請
に
よ

る
偶
然
か
o
ま
ず
は
、
葛
野
王
の
詩
を
引
用
す
る
。

の

う
ち
、
吉
野
河
の
北
に
位
置
す
る
山
地
と
い
う
。
古
v
か
ら
龍
門
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ
　

と
言
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
文
献
で
の
初
出
は
葛
野
王
の
当
該
詩
題

に

お
い
て
で
あ
る
。
寺
も
あ
っ
た
と
い
う
。
後
代
の
文
献
に
な
る
が
、

『
扶
桑
略
記
』
に
は
大
宝
二
年
三
月
に
義
淵
僧
正
が
龍
門
寺
を
建
立
し

　
　
　
　
ひ
ぷ

た
と
あ
る
他
、
諸
説
残
さ
れ
て
い
る
が
寺
は
現
存
し
な
い
。
ま
た
、
諸

注
も
『
新
釈
』
が
「
執
れ
に
属
す
る
や
を
知
ら
ず
」
と
あ
る
が
、
『
新

註
』
以
降
は
み
な
吉
野
の
地
名
で
あ
る
と
す
る
。

　

こ
の
吉
野
の
山
を
「
龍
門
山
」
と
呼
ぶ
の
に
は
、
ど
の
よ
う
な
経
過

が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
古
来
か
ら
中
国
の
聖
獣
と
さ

れ

て

き
た
「
龍
」
（
り
う
）
が
、
地
名
に
ま
で
な
る
の
は
い
つ
頃
な
の

で
あ
ろ
う
か
。

　
『
古
事
記
』
に
「
龍
」
（
竜
）
の
使
用
は
序
文
に
一
例
の
み
で
あ
る
。

r飛
鳥
清
原
大
宮
に

大
八
州
を
御
あ
た
ま
ひ
し
天
皇
御
世
聲
り
て
、
潜

け
る
竜
元
に
体
ひ
、
游
れ
る
雷
期
に
応
へ
き
」
と
あ
る
。

　
次
に
『
日
本
書
紀
』
に
は
五
三
例
ほ
ど
「
竜
」
が
用
い
ら
れ
る
。
例

え
ば
、
神
代
紀
本
文
に
は
、

曲
豆
玉
姫
、
方
に
産
む
と
き
に
竜
に
化
為
り
ぬ
。
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五
言
。
遊
龍
門
山
。
一
首
。

命
駕
遊
山
水
。
長
忘
冠
晃
情
。
安
得
王
喬
道
。

控
鶴
入
蓬
瀟
。

こ
の
詩
題
に
お
い
て
見
ら
れ
る
「
龍
門
山
」
と
は
、
旧
大
和
国
吉
野
郡

と
あ
る
。
ま
た
こ
れ
を
『
日
本
書
紀
』
一
書
（
第
一
）
で
は
「
時
に
豊

玉
姫
、
八
尋
大
熊
鰐
に
化
為
り
、
葡
毎
ひ
透
弛
ふ
」
、
ま
た
一
書
（
第

111）
　
F
八
尋
大
鰐
に
化
為
る
」
な
ど
と
し
て
い
る
。
『
古
事
記
』
で
も
、

F八
尋
わ

に

と
化
り
て
、
葡
旬
ひ
委
地
ひ
き
」
と
す
る
部
分
で
あ
る
。



こ
れ
ら
の
概
念
を
、
漢
訳
す
る
と
「
龍
」
と
表
現
す
る
の
だ
ろ
う
。
こ

れ

ら
に
よ
り
「
龍
」
（
竜
）
は
、
古
代
に
お
い
て
l
つ
に
「
八
尋
わ
に
」

の

イ
メ
－
ジ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
他
の

「
龍
」
の
例
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
「
大
将
軍
紀
小
弓
宿
禰
、
割

嬢
虎
視

し
て
芳
く
八
維
を
眺
み
」
（
雄
略
紀
九
年
）
、
F
其
の
馬
、
時
に

獲
略
に
し
て
竜
の
ご
と
く
に
嘉
び
」
（
雄
略
紀
九
年
）
、
F
良
駒
を
見
つ

（略
）
壮
に
及
り
て
鴻
の
ご
と
く
に
驚
り
、
竜
の
ご
と
v
に
嘉
り
」
　
（
欽

明
紀
七
年
）
、
r
大
鶴
鵜
帝
の
時
に
、
竜
馬
西
に
見
ゆ
」
（
孝
徳
紀
白
維

元
年
）
、
F
空
中
に
竜
に
乗
れ
る
者
有
り
」
（
斉
明
紀
元
年
）
「
三
百
の
竜

象
の
大
徳
等
」
（
持
統
紀
元
年
）
な
ど
あ
る
。
『
日
本
書
紀
』
記
述
者
に

と
っ
て
は
、
中
国
の
聖
獣
「
龍
」
の
概
念
は
あ
る
程
度
確
定
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
が
、
「
龍
門
」
と
い
う
地
名
に
至
る
ま
で
浸
透
し
て
い
た

か

は
不
透
明
で
あ
る
。

　
ま
た
、
『
日
本
書
紀
』
の
中
で
最
も
多
い
「
龍
」
（
竜
）
の
使
用
例
は
、

固
有
名
詞
で
あ
る
。
風
神
名
の
「
竜
田
」
で
三
十
七
例
あ
る
。
そ
の
ほ

と
ん
ど
の
例
は
広
瀬
大
忌
神
と
並
列
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
吉
野

行
幸
な
ど
、
吉
野
に
関
す
る
記
述
に
続
く
こ
と
も
多
い
。
更
に
人
名
と

し
て
は
六
例
ほ
ど
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
固
有
名
詞
の
場
合
は
「
龍
」

（竜
）
を
「
た
つ
」
と
訓
め
る
も
の
が
多
い
。

　
『
風
土
記
』
に
は
逸
文
も
含
め
て
十
例
ほ
ど
見
ら
れ
る
。
豊
後
国
・

肥
前
国
・
常
陸
国
に
は
「
竜
」
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
播
磨
国
に

r石
竜
比
責
命
」
「
石
竜
比
古
命
」
、
出
雲
国
に
草
木
の
名
で
「
竜
謄
」

と
あ
る
。
あ
と
は
逸
文
に
は
「
竜
神
」
（
山
城
国
）
・
「
竜
骨
」
（
曲
豆
前
国
）
・

F竜
宮
」
（
曲
豆
後
国
）
と
あ
る
が
、
や
や
後
代
の
あ
り
方
に
近
い
か
。

　
『
万
葉
集
』
の
「
龍
」
（
竜
）
の
使
用
例
は
十
七
例
で
あ
る
。
う
ち
九

例
が
r
竜
田
山
」
　
F
竜
田
」
と
い
う
地
名
、
四
例
が
人
名
で
用
い
ら
れ

て
い

る
。
こ
れ
ら
の
例
は
「
た
つ
」
と
訓
む
注
が
多
い
。
訓
と
し
て
は

「
国
見
乎
為
者
　
国
原
波
　
煙
立
竜
」
（
け
ぶ
り
た
ち
た
つ
）
（
1
1
）
も

著
名
で
あ
る
。
ま
た
「
鮫
竜
取
将
来
」
（
み
つ
ち
と
り
こ
む
）
（
三
八
三

11D
と
訓
む
例
も
あ
る
。

　
例
外
と
し
て
題
詞
に
「
竜
門
の
恩
ま
た
蓬
身
の
上
に
厚
き
こ
と
を
知

り
ぬ
」
（
八
一
二
）
、
序
に
「
彫
龍
の
筆
海
も
案
然
と
し
て
看
る
こ
と
を

得

た
り
」
（
1
1
1
九
七
I
I
I
）
と
あ
る
。
う
ち
「
竜
門
の
恩
」
の
解
釈
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て

は
、
『
文
選
』
琴
賦
を
間
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
中
国
の
「
龍
門
」

に

関
し
て
は
後
述
す
る
。

　
『
懐
風
藻
』
で
は
序
文
に
「
百
濟
入
朝
。
啓
龍
編
於
馬
厩
」
「
龍
潜
王

子
。
翔
雲
鶴
於
風
筆
」
と
あ
る
他
、
詩
中
に
「
啓
龍
」
「
龍
棲
」
「
龍
車
」

F龍
鳳
」
、
後
人
聯
句
に
「
潜
龍
」
、
釈
弁
正
伝
に
「
遇
李
隆
基
龍
潜
之

日
」
と
あ
る
。
「
潜
龍
」
に
関
し
て
は
別
稿
に
て
論
じ
た
い
。

　

こ
の
よ
う
に
葛
野
王
の
時
代
の
「
龍
」
を
み
て
ゆ
く
と
、
『
懐
風
藻
」

以
外
の
文
献
で
は
多
く
が
r
た
つ
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
。
史
官
な
ど
は

中
国
の
聖
獣
「
龍
」
（
り
う
）
を
認
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
　
一

般
的
に
地
名
と
し
て
呼
ば
れ
る
ま
で
に
至
る
過
程
は
明
確
で
は
な
い
。

　
吉
野
の
山
系
が
「
龍
門
山
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
本

当
に
葛
野
王
以
前
の
、
ず
っ
と
古
来
か
ら
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
か

疑
問
が
生
ま
れ
て
く
る
。
仮
に
本
稿
で
は
、
中
国
の
「
龍
門
」
と
い
う
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概
念
が
輸
入

さ
れ
て
か
ら
の
命
名
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
仮
定
し

て
み
よ
う
。

　
小
島
大
系
で
は
頭
注
で
「
龍
門
山
」
は
「
南
に
吉
野
川
が
流
れ
、
東

に

吉
野
離
宮
が

あ
っ
た
宮
滝
が
あ
る
」
と
す
る
。
稿
者
が
以
前
、
吉
野

の

宮
滝
遺
跡
の
周
辺
を
散
策
し
た
際
、
切
り
立
っ
た
岩
の
下
に
渓
流
が

流

れ
、
非
常
に
美
し
い
場
所
と
感
じ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
中
国
の
「
龍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
エ

門
」
も
、
両
岸
に
絶
壁
が
向
き
A
ロ
い
、
寺
が
建
っ
て
い
る
と
い
う
。
実

は
稿
者
が
吉
野
の
宮
滝
遺
跡
の
周
辺
の
崖
を
見
た
際
、
こ
れ
を
「
龍
門
」

と
見
た
て
た
の
で
は
な
い
か
と
、
ふ
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
中
国
の
「
龍
門
」
は
様
々
な
故
事
を
も
つ
。
萬
が
啓
い
た
と

い

う
故
事
も
あ
る
が
、
最
も
有
名
な
の
は
「
登
竜
門
」
の
故
事
だ
ろ
う
。

中
国
の
「
龍
門
」
周
辺
は
流
れ
が
激
し
く
、
魚
類
は
そ
こ
か
ら
上
流
に

は
進
め
ず
、
ひ
と
度
登
れ
ば
龍
に
変
ず
る
（
転
じ
て
、
そ
こ
を
越
え
れ

ば

出
世
す
る
）
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
後
に
進
士
の
試
験
や
声
望
の

高
い
人
物
を
指
す
よ
う
に
な
る
。
一
番
簡
易
な
説
明
と
し
て
『
藝
文
類

聚
』
　
（
鱗
介
部
上
「
龍
」
）
に
は
「
符
子
日
。
観
於
龍
門
。
有
1
魚
。
奮

鱗
鼓
警
而
登
乎
龍
門
而
為
龍
」
な
ど
と
見
ら
れ
る
。
稿
者
に
は
天
武
天

皇
が
東
宮
時
代
「
吉
野
に
之
り
て
、
修
行
佛
道
せ
む
と
請
し
た
ま
ふ
」

（F天
智
紀
」
十
年
）
と
い
う
場
所
も
、
暗
に
中
国
の
「
龍
門
」
の
故
事

の

よ
う
な
印
象
を
も
つ
場
所
だ
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
中
国
の
文
献
に
お
い
て
、
「
龍
門
」
は
多
く
用
い
ら
れ

る
が
、
そ
の
中
で
も
著
名
な
例
と
し
て
、
晋
・
庚
閨
「
海
賦
」
で
は

F昔
萬
敗
龍
門
。
群
山
既
馨
。
高
明
澄
氣
而
清
浮
」
と
賦
さ
れ
、
周
・

王
褒
・
「
四
漬
祠
碑
銘
」
で
は
「
露
祠
岳
立
。
貝
關
雲
浮
。
寂
蓼
誰
怪
。

髪
髪
神
遊
。
（
中
略
）
齪
流
不
度
。
龍
門
難
上
」
な
ど
と
あ
る
。
こ
れ

ら
か
ら
見
る
と
、
六
朝
期
に
は
す
で
に
、
「
龍
門
」
が
非
常
に
清
く
澄

ん

だ

場
所
で
あ
り
（
「
海
賦
」
）
、
F
神
遊
」
の
場
所
（
「
四
漬
祠
碑
銘
」
）

と
表
現
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
『
南
史
』
陸
僅
伝
に
は
「
龍
門
之
遊
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

梁
天
監
初
、
為
右
軍
安
成
王
主
簿
、
與
樂
安
任
肪
友
、
為
感
知
己

賦
以
贈
防
、
肪
因
此
名
以
報
之
。
及
肪
為
中
丞
、
讐
裾
輻
湊
、
預

其
議
者
、
般
芸
、
到
概
、
劉
苞
、
劉
儒
、
劉
顯
、
劉
孝
緯
及
唾
而

已
、
號
日
龍
門
之
游
。
錐
貴
公
子
孫
不
得
預
也
。
遷
臨
川
王
東
曹

橡
。

こ
こ
で
は
梁
の
時
代
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
梁
の
人
品
の
優
れ
た
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

物
達
の
宴
を
指
し
て
「
龍
門
之
遊
」
と
用
い
る
と
い
う
。

　

そ
し
て
、
も
う
l
つ
『
万
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
「
龍
門
の
恩
」
（
八

一
二
）
が
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
小
島
憲
之
氏
が
『
万
葉
集
大
成
』
訓
詰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篇

で

『
文

選
』
「
琴
賦
」
を
指
摘
し
た
こ
と
か
ら
、
李
善
注
に
あ
る

F史
記

日
、
龍
門
有
桐
樹
。
高
百
尺
、
無
枝
、
堪
爲
琴
」
と
あ
る
の
に

拠

る
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。
伊
藤
博
氏
の
『
万
葉
集
釈
注
』
で
は

F琴
賦

な
ど
に
拠
っ
て
文
を
操
っ
た
旅
人
の
風
雅
の
意
図
を
理
解
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

と
い
う
こ
と
の
暗
号
な
の
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。

　
稿
者
に

は
、
『
万
葉
集
』
「
竜
門
の
恩
」
は
『
文
選
』
琴
賦
の
故
事
の
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上

に
、
『
南
史
』
に
あ
る
「
龍
門
之
遊
」
の
よ
う
な
交
わ
り
も
指
す
の

で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
初
唐
成
立
の
「
南
史
』
は
、
日
本
で
は
か
な

り
受
容
さ
れ
て
い
た
と
み
て
い
る
が
、
そ
れ
に
関
し
て
は
別
稿
に
て
論

じ
た
い
。

　
『
南
史
』
や
『
文
選
』
注
は
唐
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
頃
の
文
献
に
は
、
か
な
り
多
く
「
龍
門
」
が
登
場
す
る
。
本
稿
で

は
中
で
も
唐
詩
に
注
目
し
て
み
た
い
。
唐
詩
の
詩
題
に
は
「
龍
門
～
」

や

「
遊
龍
門
～
」
な
ど
題
さ
れ
て
い
る
例
は
多
い
。

　
葛
野
王
の
時
代
で
見
る
な
ら
ば
、
初
唐
の
張
九
齢
の
「
龍
門
旬
宴
得

月
字
韻
」
や
、
同
じ
く
初
唐
・
宋
之
問
の
「
龍
門
雁
制
」
が
近
く
、
ま

た
著
名
で
あ
っ
た
ろ
う
。
「
龍
門
雁
制
」
を
あ
げ
る
。

　
　
龍
門
雁
制
　
　
宋
之
問

宿
雨
霧
氣
埃
、
流
雲
度
城
閾
。
河
堤
柳
新
翠
、

洛
陽
花
柳
此
時
濃
、
山
水
棲
曇
映
幾
重
。

天
子
乗
春
幸
馨
龍
。

羽
從
琳
娘
擁
軒
蓋
。

天
衣
已
入
香
山
會
。

清
流
澄
撤
傭
伊
川
。

星
寵
変
亦
大
翠
微
邊
。

遠
堅
初
飛
百
丈
泉
。

下
輩
登
高
望
河
洛
。

南
阻
溝
膣
殊
綺
錯
。

苑
樹
花
先
登
。

群
公
沸
霧
朝
翔
鳳
、

馨
龍
近
出
王
城
外
、

雲
竿
纏
臨
御
水
橋
、

山
壁
薪
巖
断
復
連
、

雁
塔
遙
遙
緑
波
上
、

層
轡
奮
長
千
尋
木
、

繰
杖
蜆
旋
遠
香
閣
、

東
城
宮
閾
擬
昭
回
、

林
下
天
香
七
實
毫
、

微
風
一
起
祥
花
落
、

鳥
來
花
落
紛
無
已
、

歌
舞
滝
留
景
欲
斜
、

鳥
旗
翼
翼
留
芳
草
、

千
乗
萬
騎
饗
輿
出
、

郊
外
喧
喧
引
看
人
、

鴛
聲
引
腿
聞
黄
道
、

先
王
定
鼎
山
河
固
、

吾
皇
不
事
瑠
池
樂
、

山
中
春
酒
萬
年
杯
。

仙
樂
初
鳴
瑞
鳥
來
。

稻
膓
献
壽
煙
霞
裏
。

石
關
猶
駐
五
雲
車
。

龍
騎
展
駿
映
晩
花
。

水
静
山
空
嚴
警
輝
。

傾
都
南
望
属
車
塵
。

佳
氣
周
週
入
紫
震
。

實
命
乗
周
萬
物
新
。

時
雨
來
観
農
雇
春
。

こ
の
詩
は
詩
題
の
「
雁
制
」
や
詩
内
容
に
「
群
公
沸
霧
朝
翔
鳳
、
天
子

乗
春
幸
馨
龍
」
「
吾
皇
」
な
ど
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
幸
の
際
に
作
ら
れ

た
詩
で
あ
る
と
わ
か
る
。
ま
た
「
吾
皇
不
事
瑠
池
樂
」
と
あ
る
。
「
吾

皇
」
の
樂
は
西
王
母
の
庭
の
「
瑠
池
樂
」
を
問
題
に
し
な
い
と
い
う
。

仙
境
の
樂
よ
り
も
す
ば
ら
し
い
と
賛
美
し
て
い
る
。
こ
こ
は
仙
境
と
し

て

賛
美
さ
れ
て
い
な
い
。
（
後
代
に
な
る
が
）
こ
の
詩
に
つ
い
て
『
唐

詩
記
事
』
に
、

武
后
遊
龍
門
、
命
群
官
賦
詩
。
先
成
者
賜
以
錦
抱
。
左
史
東
方
叫

詩
成
、
舜
賜
。
坐
未
安
、
之
問
詩
成
。
文
理
兼
美
、
左
右
稻
善
。

乃
就
奪
錦
抱
衣
之
。
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と
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
則
天
武
皇
の
「
遊
龍
門
」
に
陪
し
た
際
に
作
ら

れ
た

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
詩
中
の
「
吾
皇
」
は
則
天
武
后
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
則
天
武
后
は
中
宗
を
廃
し
て
政
権
を
握
っ
た
の
が
六
八
四
年

（即
位

は
六
九
〇
年
）
以
降
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
持
統
朝
成
立
（
六
八

六
年
）
の
頃
で
あ
る
。
稿
者
は
以
前
よ
り
こ
の
則
天
武
后
の
行
幸
と
持

統
天
皇
の

吉
野
行
幸

を
比
較
で
き
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
資

料
が
少
な
く
、
想
像
の
域
か
ら
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
に
関
し

て
は

後
考
を
侯
ち
た
い
。

　
ま
た
、
次
は
作
詩
事
情
は
不
明
で
あ
る
が
、
や
は
り
類
似
す
る
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
　

で
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
初
唐
の
詩
で
あ
る
。

　
　
奉
和
春
日
游
龍
門
雁
制

鳳
駕
臨
香
地
、
龍
輿
上
翠
微
。

碧
澗
長
虹
下
、
離
梁
早
燕
蹄
。

露
草
侵
階
長
、
風
花
遠
席
飛
。

　
　
武
三
思

星
宮
含
雨
氣
、

雲
疑
浮
實
蓋
、

日
斜
辰
賞
治
、

月
殿
抱
春
輝
。

石
似
沸
天
衣
。

清
吹
入
重
闇
。

F龍
門
」
に
お
け
る
「
遊
」
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
「
鷹
制
」
と
あ

る
の
で
、
あ
る
い
は
宋
之
問
と
同
じ
時
に
詠
ま
れ
た
か
。
葛
野
王
と
異

な
っ
て
神
仙
や
仙
境
と
し
て
詠
ん
で
は
い
な
い
。

　
更
に
、
『
唐
詩
記
事
』
に
よ
る
と
、
龍
門
北
渓
に
、
章
嗣
立
の
山
居

が

在
っ
た
と
さ
れ
、
諸
公
が
詩
を
賦
し
て
い
る
。
『
全
唐
詩
』
に
は
張

説
の

「
奉
酬
章
祭
酒
嗣
立
偶
遊
龍
門
北
渓
忽
懐
騒
山
別
業
呈
諸
留
守
之

作
」
の
他
、
章
嗣
立
の
「
偶
遊
龍
門
北
渓
忽
懐
騒
山
別
業
因
以
言
志
示

弟
淑
奉
呈
諸
大
僚
」
、
魏
奉
古
「
奉
酬
章
祭
酒
偶
遊
龍
門
北
渓
忽
懐
騒

山
別
業
因
以
言
志
示
弟
淑
奉
呈
諸
大
僚
之
作
」
、
こ
れ
と
同
題
で
崔
日

知

と
崔
泰
之
の
詩
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
更
に
詩
風
が
陶
淵
明
の
流
れ
を
汲
む
と
称
さ
れ
る
章
雁
物
に

は

「
遊
龍
門
香
山
泉
」
「
龍
門
遊
眺
」
「
再
遊
龍
門
懐
奮
侶
」
と
、
こ
の

他
に
も
「
龍
門
」
を
詠
む
詩
を
い
く
つ
か
作
り
、
ま
た
杜
甫
の
「
遊
龍

門
奉
先
寺
」
詩
も
あ
る
。

　
更

に
、
白
居
易
に
至
っ
て
は
、
『
全
唐
詩
』
に
は
「
龍
門
」
を
詠
み

込
ん
だ

詩
が
二
十
六
首
も
採
ら
れ
、
他
の
詩
人
達
よ
り
「
龍
門
」
へ
の

関
心
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
白
居
易
の
詩
題
と
し
て
は
「
同
王
十
七

庶
子
李
六
員
外
鄭
二
侍
御
同
年
四
人
遊
龍
門
有
感
而
作
」
「
秋
日
與
張

賓
客
野
著
作
同
遊
龍
門
醇
中
狂
歌
凡
二
百
三
十
八
字
」
「
龍
門
送
別
皇

甫
澤
州
赴
任
章
山
人
南
遊
」
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
遊
龍
門
～
」
の
詩
題
は
盛
唐
と
中
唐
頃
に
よ
り
多
く
、

晩
唐
に
な
る
と
、
齊
己
の
「
送
僧
遊
龍
門
香
山
寺
」
詩
の
み
し
か
見
い

だ

せ

な
い
。
『
懐
風
藻
』
成
立
期
こ
ろ
か
ら
少
し
後
頃
に
集
中
す
る
と

言
っ
て
良
い
。
い
ず
れ
の
詩
も
、
そ
こ
に
寺
が
あ
っ
た
せ
い
だ
ろ
う
か
、

神
仙
や
仙
境
と
し
て
賛
美
す
る
詩
は
な
い
。

　
右
に

見
て

き
た
よ
う
に
、
唐
詩
だ
け
を
見
て
も
「
龍
門
」
は
当
時
の

人
々
に
非
常
に
興
味
を
も
た
れ
る
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、

そ
れ
に
関
し
て
多
少
な
り
と
も
日
本
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
し
、

則
天
武
后
の
龍
門
行
幸
の
周
辺
詩
あ
た
り
は
伝
来
し
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
。

一 6一



　
則
天
武
后
の
前
後
の
皇
帝
も
「
龍
門
」
に
行
幸
し
た
記
録
が
残
さ
れ

　
　
　
　
の
　

て
い

る
が
、
同
時
期
、
日
本
で
も
吉
野
は
類
似
し
た
位
置
づ
け
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
日
本
で
は
持
統
朝
の
成
立
が
あ
っ
た
。

武
后
の
動
向
を
日
本
が
注
目
し
て
い
な
い
は
ず
が
な
い
。
稿
者
は
武
后

の

頃
の
「
龍
門
」
の
宴
と
葛
野
王
「
龍
門
山
」
の
宴
と
の
比
較
が
必
要

だ
と
考
え
る
。

　
と
こ
ろ
が
問
題
点
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
「
遊
龍
門
～
」
周
辺
詩
の
内

容
か

ら
、
直
接
に
葛
野
王
詩
の
内
容
に
近
似
す
る
要
素
を
見
い
だ
せ
な

い

の

で

あ
る
。
前
掲
し
た
宋
之
問
や
武
三
思
の
雁
制
詩
に
し
て
も
、
そ

れ
以
降
の
唐
詩
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
他
の
吉
野
詩
を
絡
ま
せ
て
考
え
て
も
変
わ
ら
な
い
。
多
く
神

仙
や
仙
境
を
詠
む
吉
野
詩
に
対
し
、
則
天
武
后
の
行
幸
の
際
や
そ
れ
以

降
の
「
遊
龍
門
～
」
詩
は
神
仙
や
仙
境
と
し
て
賛
美
せ
ず
、
宋
之
問
の

「
龍
門
雁
制
」
で
は
仙
境
の
樂
（
瑠
池
樂
）
よ
り
も
す
ば
ら
し
い
と
い

う
賛
美
で
あ
る
。

　
あ
く
ま
で
も
、
唐
詩
の
「
遊
龍
門
～
」
と
い
う
詩
題
は
、
詩
題
に
お

い

て

の

み

の

比
較
対
象
で
し
か
な
く
、
詩
内
容
に
関
し
て
は
別
の
要
素

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
稿
の
冒
頭
に
も
書
い
た
が
、
詩
内
容
に
関
し
て
は
、
別
の
唐
詩
と

の

影
響
関
係
が
明
確
で
あ
る
。
次
節
以
降
は
詩
内
容
に
関
し
て
論
じ
よ

う
。　

本
節
で
は
、
葛
野
王
の
詩
「
遊
龍
門
山
」
の
詩
題
を
考
察
し
た
。
ま

ず
、
中
国
の
聖
獣
「
龍
」
の
認
識
が
日
本
上
代
の
文
献
に
ど
の
よ
う
に

表
現

さ
れ
て
い
る
の
か
を
見
た
が
、
論
旨
か
ら
逸
れ
る
た
め
概
略
の
み

示

し
た
。
そ
の
上
で
、
葛
野
王
「
遊
龍
門
山
」
の
「
龍
門
山
」
と
い
う

場
所
の
意
味
を
考
え
て
み
た
。

　
中
国
に
お
け
る
「
龍
門
」
は
様
々
な
故
事
を
持
つ
が
、
中
で
も
「
登

竜
門
」
「
龍
門
之
遊
」
な
ど
の
語
で
知
ら
れ
る
。
そ
の
上
、
唐
の
皇
帝

は
「
龍
門
」
に
行
幸
す
る
記
録
が
残
さ
れ
、
中
で
も
則
天
武
后
の
行
幸

が
注

目
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
以
降
も
中
国
の
「
遊
龍
門
～
」
と
い
う

詩
題

は
少
な
く
な
い
。
そ
の
流
れ
の
中
、
葛
野
王
「
遊
龍
門
山
」
は
何

の

関
連
も
な
く
、
本
当
の
偶
然
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
稿
者

は
「
遊
龍
門
山
」
と
い
う
詩
題
は
、
単
に
吉
野
の
一
地
名
を
意

味
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
背
後
に
中
国
の
思
想
や
政
治
背
景
を
想
起
さ

せ

る
、
深
い
意
味
を
持
っ
た
詩
題
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
い
。

　
　
二
、
吉
野
詩
と
「
遊
長
寧
公
主
流
杯
二
十
五
首
」

　
本
節
で
は
、
葛
野
王
「
遊
龍
門
山
」
　
（
詩
番
＝
）
と
、
紀
男
人
の

コ
属
從
吉
野
宮
」
（
詩
番
七
三
）
の
二
首
の
詩
と
上
官
昭
容
「
遊
長
寧
公

主
流
杯
二
十
五
首
」
（
以
下
「
遊
長
寧
公
主
詩
」
と
略
す
）
と
の
比
較

を
行
い
た
い
。

　
ま
ず
、
前
節
で
論
じ
た
葛
野
王
「
遊
龍
門
山
」
詩
を
考
え
て
い
こ
う
。

詩
題
の

「
龍
門
山
」
は
諸
注
に
も
あ
る
吉
野
に
あ
る
山
と
み
て
良
い
だ

ろ
う
。

　

こ
の
吉
野
は
、
『
懐
風
藻
』
中
に
詩
題
と
し
て
十
二
首
（
当
該
詩
も
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含

む
）
あ
り
、
そ
れ
ら
は
吉
野
詩
と
呼
ば
れ
る
。
吉
野
詩
に
関
す
る
論

は
多
く
、
そ
の
表
現
が
儒
教
思
想
的
・
老
荘
思
想
的
・
神
仙
思
想
的
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

ま
た
道
教
思
想
的
と
も
言
わ
れ
、
そ
れ
ら
は
天
皇
賛
美
に
向
か
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

る
い
う
見
方
が
主
流
で
あ
る
。

　

ま
た
、
吉
野
詩
の
論
と
し
て
は
右
以
外
に
、
吉
野
の
「
南
山
」
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

て

要
素

を
と
り
あ
げ
た
論
、
「
柘
枝
伝
」
の
方
向
か
ら
の
論
、
自
然
表

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ピ
　

現
を
中
心
に
書
く
論
な
ど
、
多
種
多
様
あ
る
。

　
特
に
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
中
で
も
、
冒
頭
に
引
用
し
た
波
戸
岡
旭

　
　
　
に
　

氏
の
論
を
受
け
て
、
吉
野
詩
に
お
け
る
山
水
観
に
注
目
し
た
い
。

　
次
に
、
上
官
昭
容
の
「
遊
長
寧
公
主
詩
」
詩
群
を
あ
げ
よ
う
。

1
，
逐
仙
賞
，
展
幽
情
。
楡
昆
聞
，
遭
蓬
瀟
。

2
，
遊
魯
館
，
防
秦
墓
。
汚
山
壁
，
悦
遁
叙
o

3
，
檀
簗
竹
影
，
鯛
咽
松
聲
。
不
煩
歌
吹
，
自
足
娯
情
。

4
，
仰
循
茅
宇
，
傭
晒
喬
枝
。
煙
霞
問
訊
風
月
相
知
。

5
，
枝
條
響
薔
，
文
質
彬
彬
。
山
林
作
伴
松
桂
為
鄭
。

6
，
清
波
淘
湧
，
碧
樹
冥
蒙
。
莫
怪
留
歩
，
因
肇
桂
叢
。

7
，
莫
論
圓
嬌
，
休
説
方
壼
。
何
如
魯
館
，
即
是
仙
都
。

8
，
玉
環
騰
遠
創
，
金
将
荷
殊
榮
。
弗
玩
珠
磯
飾
，
循
留
仁
智
情
。

　
　
馨
山
便
作
室
，
葱
樹
即
為
橿
。
公
輸
與
班
爾
，
從
此
遂
鞘
聲
。

9
，
登
山
一
長
望
，
正
遇
九
春
初
。
結
駆
填
街
術
闇
閻
満
邑
居
。

　
　
門
雪
梅
先
吐
，
驚
風
柳
未
野
。
直
愁
斜
日
落
，
不
畏
酒
尊
虚
。

1
0
，
霧
曉
氣
清
和
，
披
襟
賞
蒔
羅
。
琉
瑠
凝
春
色
，
琉
璃
濠
水
波
。

　
　
肢
石
柳
長
繍
，
馨
松
乍
短
歌
。
除
非
物
外
者
，
誰
就
此
経
過
。

1
1
，
暫
爾
遊
山
第
，
滝
留
惜
未
婦
。
霞
菌
明
月
満
，
澗
戸
白
雲
飛
。

　
　
書
引
藤
為
架
，
人
將
蒔
作
衣
。
此
真
挙
玩
所
，
臨
睨
賞
光
輝
。

1
2
，
放
瞳
出
煙
害
『
粛
條
自
不
群
。
漱
流
清
意
府
，
隠
几
避
嵩
気
。

　
　
石
書
牧
苔
色
，
風
稜
織
水
文
。
山
室
何
為
虫
昌
唯
饒
蘭
桂
薫
。

1
3
，
策
杖
臨
霞
岨
，
危
歩
下
霜
践
。
志
逐
深
山
静
，
途
随
曲
澗
迷
。

　
　
漸
畳
心
神
逸
，
俄
看
雲
霧
低
。
莫
怪
人
題
樹
」
砥
為
賞
幽
棲
。

1
4
，
馨
藤
招
逸
客
，
堰
桂
協
幽
情
。
水
中
看
樹
影
，
風
裏
聴
松
聲
。

1
5
，
捲
琴
侍
叔
夜
，
負
局
訪
安
期
。
不
雁
題
石
壁
，
為
記
賞
山
時
。

1
6
，
泉
石
多
仙
趣
，
巖
墾
爲
奇
形
。
欲
知
堪
悦
耳
唯
聴
水
冷
冷
。

1
7
，
巖
整
恣
登
臨
螢
目
復
恰
心
。
風
篁
類
長
笛
，
流
水
當
鳴
琴
。

1
8
，
獺
歩
天
台
路
，
惟
登
地
肺
山
。
幽
巖
仙
桂
満
，
今
日
恣
情
肇
。

1
9
，
暫
遊
仁
智
所
，
粛
然
松
桂
情
。
寄
言
棲
遮
客
，
勿
復
訪
蓬
瀟
。

2
0
，
漫
溜
晴
疑
雨
叢
篁
董
似
昏
。
山
中
真
可
玩
，
暫
請
報
王
孫
。

2
1
，
傍
池
柳
試
筆
，
椅
石
旋
題
詩
。
豫
弾
山
水
調
終
擬
從
鍾
期
。

2
2
，
横
鋪
豹
皮
褥
，
側
帯
鹿
胎
巾
。
借
問
何
為
者
，
山
中
有
逸
人
。

2
3
，
沁
水
田
園
先
自
多
，
齊
城
棲
観
更
無
過
。
情
語
張
憲
莫
辛
苦

　
　
人
今
從
此
識
天
河
。

2
4
，
参
差
碧
岨
葺
蓮
花
，
渥
援
緑
水
螢
金
沙
。
何
須
遠
訪
三
山
路

　
　
人
今
已
到
九
仙
家
。

2
5
，
葱
高
瞳
瞼
足
恰
心
，
菌
閣
桃
源
不
暇
尋
。
鹸
雪
依
林
成
玉
樹

　
　
残
藁
鮎
岨
即
瑠
苓
。
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こ
れ
ら
は
多
種
多
様
な
故
事
を
用
い
な
が
ら
長
寧
公
主
の
邸
宅
を
賛
美

し
た
詩
群
と
言
え
る
。
中
で
も
仙
人
や
神
仙
世
界
を
表
現
し
た
故
事
を

多
く
用
い
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
右
の
詩
群
を
受
容
し
た
様
子
が
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
る

か
、
確
認
し
て
み
る
。
ま
ず
、
葛
野
王
「
遊
龍
門
山
」
と
上
官
昭
容

「
遊
長
寧
公
主
詩
」
う
ち
右
の
一
九
首
目
を
並
記
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
五
言
。
遊
龍
門
山
。
一
首
。
　
　
葛
野
王

　
　
命
駕
遊
山
水
。
長
忘
冠
冤
情
。
安
得
王
喬
道
。
控
鶴
入
蓬
濾
。

　
　
　
　
遊
長
寧
公
主
流
杯
池
二
十
五
首
　
　
上
官
昭
容

　
　
暫
遊
仁
智
所
、
粛
然
松
桂
情
。
寄
言
棲
遜
客
、
勿
復
訪
蓬
瀬
。

右
を
比
較
す
る
と
、
一
見
し
て
構
造
が
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

類
似
部
分
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
唐
の
公
主
と
『
懐
風
藻
』
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

に

て

既
に

論

じ
た
の
で
、
そ
の
部
分
を
一
部
省
略
し
て
再
録
す
る
。

　
第
一
句
目
、
葛
野
王
の
「
遊
山
水
」
に
対
し
上
官
昭
容
の
「
遊

仁
智
」
の
（
中
略
）
二
つ
は
同
じ
意
味
を
指
す
。
1
　
I
I
i
r
目
　
r
冠
冤

情
」
と
「
松
桂
情
」
t
e
同
じ
v
　
F
情
」
で
ま
と
め
、
三
句
目
の

F王
喬
」
は
「
王
子
喬
」
の
こ
と
で
世
を
遁
れ
た
仙
人
。
「
遮
客
」

の

「
遮
」
は
「
遁
」
に
同
じ
。
「
隠
遁
」
や
「
遁
世
」
す
る
客
で

あ
る
。
類
似
の
意
味
を
も
つ
。
四
句
目
は
「
入
蓬
瀟
」
と
「
訪
蓬

議
」
と
は
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
類
似
の
あ
り
方
は
、
『
懐
風
藻
」
に
は
比
較
的
多
い
。
こ

れ

は
拙
稿
「
中
国
詩
の
受
容
ー
『
懐
風
藻
』
詩
人
達
の
方
法
ー
」
で
も

　
　
　
　
の
ね

論

じ
た
が
、
『
懐
風
藻
』
詩
に
は
明
確
に
出
典
が
あ
り
、
そ
の
語
を
使

い

な
が
ら
ど
う
自
分
の
表
現
に
向
か
っ
て
ゆ
く
か
、
を
模
索
し
て
い
る

詩
が
多
い
の
で
あ
る
。

　
次

に
、
紀
男
人
コ
眉
從
吉
野
宮
」
と
「
遊
長
寧
公
主
詩
」
の
近
似
に

つ
い

て
示

し
て
み
よ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
に
関
し
て
は
李
満

紅
氏
が
上
代
文
学
会
の
例
会
で
発
表
さ
れ
た
。
発
表
内
容
の
論
文
化
が

非
常
に

待
た
れ
る
。
本
稿
で
は
、
稿
者
の
従
来
の
調
査
作
業
の
結
果
を

踏
ま
え
、
か
つ
李
氏
の
発
表
を
参
考
に
し
な
が
ら
そ
の
近
似
を
示
し
て

み

る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
、
紀
男
人
コ
屋
從
吉
野
宮
」
と
上
官
昭
容
「
遊
長
寧
公
主
詩
」

の

該
当
部
分
を
再
録
す
る
。

　
　
五
言
。
雇
從
吉
野
宮
。
一
首
。

鳳
蓋
停
南
岳
。
追
尋
智
與
仁
。
繍
谷
將
孫
語
。
挙
藤
共
許
親
。

峰
巖
夏
景
愛
。
泉
石
秋
光
新
。
此
地
仙
露
宅
。
何
須
姑
射
倫
。

o
o
，
弗
玩
珠
磯
飾
，

1
9
，
暫
遊
仁
智
所
．

1
0
，
肢
石
柳
長
曲
囑

乃
留
仁
智
情
。

粛
然
松
桂
情
。

馨
松
乍
短
歌
。
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1
4
，
挙
藤
招
逸
客
，
堰
桂
協
幽
情
。

1
6
，
泉
石
多
仙
趣
，
巖
墾
窺
奇
形
。

2
4
，
何
須
遠
訪
三
山
路
，
人
今
已
到
九
仙
家
。

右
で
は
、
先
の
葛
野
王
「
遊
龍
門
山
」
詩
が
「
遊
長
寧
公
主
詩
」
十
九

首

目
そ
の
も
の
と
似
て
い
る
の
と
異
な
り
、
コ
屋
從
吉
野
宮
」
で
は

「
遊
長
寧
公
主
詩
」
詩
群
の
数
首
に
わ
た
っ
て
類
似
が
見
ら
れ
る
点
が

異

な
る
。
こ
の
よ
う
に
『
懐
風
藻
』
詩
が
あ
る
詩
群
の
部
分
部
分
を
参

考
に

す
る
例
に
つ
い
て
は
、
高
潤
生
氏
「
『
懐
風
藻
』
と
中
国
文
学
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

釈
弁
正

「
与
朝
主
人
」
詩
考
」
に
よ
る
解
説
が
早
く
、
稿
者
も
前
掲
論

文
で
論
じ
た
。

　
紀
男
人
の
第
二
句
目
「
仁
與
智
」
に
関
し
て
は
、
「
遊
長
寧
公
主
詩
」

の

う
ち
八
首
目
と
一
九
首
目
に
「
仁
智
」
と
あ
る
。
『
論
語
』
「
雍
也
篇
」

を
も
と
に
し
た
表
現
で
あ
る
。
「
仁
智
」
に
関
す
る
研
究
に
関
し
て
は

冒
頭
に
示
し
た
よ
う
に
非
常
に
多
い
。
そ
れ
ら
従
来
の
論
文
に
加
え
る

も
の
は
な
い
。
論
旨
の
都
合
上
、
こ
こ
で
は
詳
説
し
な
い
。

　
次
に
「
囎
」
は
『
世
説
新
語
』
「
隠
逸
」
に
「
籍
歩
兵
囎
」
や
『
晋

書
』
「
院
籍
伝
」
に
「
乃
登
之
囎
也
」
と
あ
る
、
院
籍
の
故
事
を
元
に

詠

ま
れ
た
表
現
で
あ
る
。
「
繍
」
は
『
懐
風
藻
』
中
に
右
詩
を
含
あ
て

五
例
見
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
藤
原
宇
合
と
藤
原
麻
呂
の
「
遊
吉
野
川
」

に

見
ら
れ
る
例
は
後
述
す
る
。

　
「
蓼
」
は
『
懐
風
藻
』
中
に
六
例
あ
る
が
「
馨
藤
」
の
使
用
例
は
こ

れ
だ

け
で
あ
る
。
『
全
唐
詩
』
中
に
は
五
例
見
ら
れ
、
時
代
が
近
い
も

の

と
し
て
は
「
遊
長
寧
公
主
詩
」
の
他
に
王
績
「
黄
頬
山
」
「
歩
歩
撃

藤
上
」
も
あ
る
が
、
紀
男
人
コ
属
從
吉
野
宮
」
と
の
内
容
的
近
似
は
右

の

「
遊
長
寧
公
主
詩
」
が
最
た
る
も
の
で
あ
る
。

　
F
泉
石
」
は
『
懐
風
藻
』
中
に
他
に
二
例
あ
る
。
藤
原
麻
里
の
「
暮

春
於
弟
園
池
置
酒
」
序
に
「
徒
知
泉
石
之
樂
性
」
、
隠
士
民
黒
人
「
幽

棲
」
に
「
泉
石
行
行
異
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
六
朝
詩
や
『
全
唐
詩
』
に

は

多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
太
宗
の
「
秋
日
二
首
」
に
「
泉
石

且
娯
心
」
、
銚
崇
「
奉
和
聖
製
夏
日
遊
石
涼
山
」
に
「
石
泉
石
鏡
恒
留

月
」
な
ど
と
あ
る
詩
が
、
神
仙
世
界
を
詠
み
込
ん
で
景
を
賛
美
す
る
例

で

あ
る
が
、
「
遊
長
寧
公
主
詩
」
ほ
ど
の
類
似
は
確
認
で
き
な
い
。

　
r
何
須
」
も
中
国
詩
に
は
多
く
用
い
ら
れ
る
が
、
中
で
も
李
嬌
「
上

清
暉
閤
遇
雪
」
に
「
即
此
神
仙
封
壇
圃
，
何
須
轍
跡
向
瑳
池
」
も
趣
が

近
い
。

　
F
仙
霞
宅
」
に
対
し
て
は
「
遊
長
寧
公
主
詩
」
の
「
九
仙
家
」
が
近

い
o
た
だ
し
『
全
唐
詩
』
に
は
「
神
仙
宅
」
と
い
う
語
が
十
四
例
ほ
ど

あ
り
、
「
仙
露
宅
」
と
い
う
語
も
唯
一
、
銭
起
「
尋
華
山
雲
墓
観
道
士
」

F還
從
岡
象
來
，
忽
得
仙
璽
宅
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
（
「
仙
璽
」
の
み

で
は

五
例
あ
り
）
。

　
以
上
、
右
で
紀
男
人
の
コ
属
從
吉
野
宮
」
が
「
遊
長
寧
公
主
詩
」
の

影
響
を
受
け
て
詠
ま
れ
た
詩
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
吉
野
詩
の
う
ち
二
首
が
、
確
実
に
「
遊
長
寧
公
主

詩
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
他
の
吉
野
詩
で
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。
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『
懐
風
藻
』
中
、
詩
題
に
「
吉
野
」
を
含
む
十
二
首
の
う
ち
、
「
哺
」

が

三
例
用
い
ら
れ
て
い
る
。
紀
男
人
の
コ
属
從
吉
野
宮
」
の
他
に
「
囎
」

と
「
仁
智
」
を
共
に
用
い
て
い
る
の
が
、

藤
原
宇
合

「
遊
吉
野
川
」
「
清
風
入
玩
繍
。
流
水
剖
替
琴
」

藤
原
麻
里

「
遊
吉
野
川
」
「
縦
歌
臨
水
智
。
長
哺
樂
山
仁
」

の

二
例
で
あ
る
。
ま
た
、
右
の
宇
合
詩
「
流
水
剖
蟄
琴
」
に
対
し
て
は

r遊
長
寧
公
主
詩
」
に
「
流
水
當
鳴
琴
」
（
一
七
首
目
）
と
も
あ
り
、
こ

こ
に
も
部
分
的
類
似
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
更
に
、

藤藤
原原
麻宇
里合
詩一，

一遊
遊吉
吉野
野川
川Lヒ　　　コ

ー山
准中
園明
賓月
ごき
堕

r明
月
照
河
濱
」

に

対
し
「
遊
長
寧
公
主
詩
」
「
霞
菌
明
月
満
」
（
十
1
首
目
）
と
、
近
い

景
を
表
現
す
る
。

　

ま
た
藤
原
宇
合
が
「
天
高
桂
路
遠
、
河
廻
桃
源
深
」
に
対
し
、
「
遊

長
寧
公
主
詩
」
で
は
「
情
語
張
憲
莫
辛
苦
」
（
二
十
三
首
目
）
、
r
菌
閣

桃
源
不
暇

尋
」
（
二
十
五
首
目
）
と
あ
る
。
藤
原
宇
合
の
「
磋
路
」
に

関
し
て
は
、
諸
注
張
憲
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、

「
遊
長
寧
公
主
詩
」
を
場
の
共
通
認
識
と
し
て
考
え
る
と
、
詠
ま
れ
る

景
の
読
解
も
深
ま
る
気
が
す
る
。

　

こ
れ
ら
を
み
て
い
く
と
、
他
の
吉
野
詩
に
見
ら
れ
る
「
仁
」
　
F
智
」

と
い
う
語
も
、
『
論
語
』
「
雍
也
篇
」
は
前
提
で
あ
り
な
が
ら
、
更
に

「
遊
長
寧
公
主
詩
」
も
参
考
に
し
て
詠
ま
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ち
　

う
推
測
も
生
ま
れ
る
。
ま
た
、
院
籍
の
「
囎
」
の
故
事
も
同
様
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
吉
野
詩
十
二
首
を
解
釈
し
よ
う
と
し
た
時
、
「
遊
長
寧

公
主
詩
」
の
み
に
よ
っ
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
右
記
の

四

首
の
類
似
は
ど
う
し
て
生
ま
れ
た
の
か
o

　

日
本
人
が
漢
詩
を
詠
む
、
困
難
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
際
の
参
考
書

と
し
て
『
文
選
』
も
あ
っ
た
ろ
う
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
唐
詩
、
そ
の

当
時
に
お
け
る
最
新
の
漢
詩
も
用
い
て
い
た
と
考
え
る
。
例
え
ば
現
在

『
翰
林
学
士
集
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
詩
群
な
ど
も
そ
の
一
つ
か
も
し
れ

な
い
し
、
か
つ
て
拙
稿
で
と
り
あ
げ
た
高
氏
の
宴
詩
群
で
あ
っ
た
り
、

金
城
公
主
や

長
寧
公
主
な
ど
の
唐
の
皇
帝
の
周
辺
人
物
の
詩
群
で
あ
っ

た
り
し
た
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
こ
で
藤
原
宇
合
と
藤
原
萬
里
が
共
通
し
た
教
材
に
学
ん
だ
と
い
う

こ
と
は
想
像
し
や
す
い
が
、
同
時
に
葛
野
王
や
紀
男
人
な
ど
も
同
教
材

を
用
い
て
い
た
と
言
え
る
。

　
本
節
で
は
、
葛
野
王
「
遊
龍
門
山
」
と
、
紀
男
人
の
コ
属
從
吉
野
宮
」

の

二
首
の
詩
、
補
足
的
に
藤
原
宇
合
と
藤
原
萬
里
の
「
遊
吉
野
川
」
の

吉
野
詩
四

首
と
、
上
官
昭
容
「
遊
長
寧
公
主
流
杯
二
十
五
首
」
と
の
比

較

を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
右
の
四
首
が
「
遊
長
寧
公
主
詩
」
か
ら

の

影
響
を
指
摘
で
き
た
。

　
稿
者
が
従
来
よ
り
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ま
た
高
潤
生
氏
の
論
に

も
あ
る
よ
う
に
、
『
懐
風
藻
』
詩
人
達
は
初
唐
か
ら
盛
唐
に
か
け
て
の
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詩
を
、
詩
群
と
し
て
ま
と
め
て
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
か
な
り

同
時
代
に
近
い
も
の
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
詩
群

の

要
素
を
自
分
の
詩
に
取
り
込
み
、
自
分
の
表
現
を
作
り
上
げ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

る
が
、
論
旨
を
優
先
し
た
た
め
、
概
略
的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

点
が
反
省

さ
れ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
『
懐
風
藻
』
詩
人
達
は
、
こ
れ
ま
で
想
像
さ
れ
て
き
た
以
上
に
唐
の

文
化
を
意
識
し
、
そ
こ
か
ら
学
ん
で
い
た
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　
『
懐
風
藻
』
詩
人
達
に
と
っ
て
、
唐
詩
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら

れ

て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
意
外
に
『
懐
風
藻
』
の
注
釈
書
類
は
こ
の

点
に

関
し
て
の
言
及
が
少
な
い
。
そ
こ
に
焦
点
を
あ
て
た
の
が
今
回
の

論
文
で
あ
る
。

　
第
一
節
で
は
、
葛
野
王
詩
の
「
遊
龍
門
山
」
と
い
う
詩
題
と
唐
詩
の

r遊
龍
門
～
」
詩
の
詩
題
と
の
関
連
を
考
え
た
。
葛
野
王
の
「
龍
門
山
」

と
は
、
旧
説
通
り
吉
野
の
山
で
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
こ
が
「
龍
門

山
」
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
を
、
仮
に
中
国
の
「
龍
門
」
を
前
提

に

考
え

て
み

た
。
「
龍
門
」
と
は
、
皇
帝
と
群
臣
が
行
幸
し
、
詩
宴
も

行
わ

れ

る
場
所
で
あ
っ
た
。
吉
野
も
そ
の
よ
う
な
印
象
の
場
で
あ
っ
た

ろ
う
。
中
で
も
稿
者
は
則
天
武
后
の
行
幸
と
の
影
響
を
考
え
て
い
る
が
、

資
料
は
少
な
く
、
後
考
を
侯
つ
し
か
な
い
。

　

第
二
節
で
は
、
「
遊
龍
門
山
」
を
含
む
吉
野
詩
四
首
と
上
官
昭
容

「
遊
長
寧
公
主
流
杯
二
十
五
首
」
と
の
比
較
を
行
っ
た
。
稿
者
は
そ
こ

に

唐
詩
の
詩
群
を
受
容
し
、
そ
れ
を
自
分
の
表
現
に
し
て
ゆ
く
過
程
を

見

る
。
本
来
な
ら
更
に
個
々
の
詩
に
詳
細
な
資
料
の
提
示
が
必
要
で
あ

※

本
稿
に
あ
げ
、
ま
た
参
考
に
し
た
諸
注
と
そ
の
略
称
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
・
釈
清
謹
『
懐
風
藻
新
釈
』
（
丙
午
出
版
社
）
…
…
鐸
清
謹
『
新
釈
』

　
・
林
古
渓
『
懐
風
藻
新
註
』
（
パ
ル
ト
ス
社
）
…
…
林
『
新
註
』

　
・
杉
本
行
夫
『
懐
風
藻
』
（
弘
文
堂
）
　
…
…
…
…
杉
本
『
懐
風
藻
』

　
・
小
島
憲
之
『
懐
風
藻
（
下
略
）
』
（
岩
波
書
店
）
…
小
島
大
系

　
・
江
口
孝
夫
『
懐
風
藻
』
（
講
談
社
）
　
…
…
…
…
江
口
「
懐
風
藻
』

　
・
辰
巳
正
明
『
懐
風
藻
全
注
釈
』
（
笠
間
書
院
）
…
辰
巳
『
全
注
釈
』

　
・
土
佐
朋
子
『
懐
風
藻
箋
註
本
文
と
研
究
』
（
汲
古
出
版
）
『
箋
註
』

こ
れ
ら
の
引
用
に
関
し
て
は
、
各
々
に
注
は
施
さ
な
か
っ
た
。

※

『
懐
風
藻
』
は
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
、
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』

　
『
風
土
記
』
「
万
葉
集
』
は
全
て
新
編
日
本
文
学
全
集
（
小
学
館
）
の
本
文
を

　
用
い
た
。
『
懐
風
藻
』
の
詩
番
は
全
て
大
系
本
に
拠
っ
た
。

※

『
藝
文
類
聚
』
は
中
文
出
版
、
『
南
史
』
『
文
選
」
『
全
唐
詩
』
は
み
な
中
華

　
書
局
本
を
、
『
唐
詩
紀
事
』
は
上
海
戸
籍
出
版
社
を
用
い
た
。

※

本
稿
で
は
台
湾
の
「
新
漢
籍
全
文
資
料
庫
」
と
「
寒
泉
古
典
文
厳
全
文
検
索

　
資
料
庫
」
の
検
索
結
果
を
参
考
に
し
た
e
ま
た
、
「
古
籍
全
文
検
索
資
料
叢

　
書
」
の
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』
『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
國
朝
文
』
『
全
唐

　
詩
』
『
全
唐
文
』
の
検
索
結
果
も
参
考
に
し
た
。
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〈注
〉

　
（
1
）
　
拙
稿
「
唐
の
公
主
と
『
懐
風
藻
』
」
『
日
本
文
学
研
究
』
五
十
四
号

　
　
　
（
1
1
0
1
六
年
）

　
（
2
）
　
波
戸
岡
旭
「
『
懐
風
藻
』
吉
野
詩
の
山
水
観
1
「
智
水
仁
山
」
1
の

　
　
　
典
故
を
中
心
に
ー
」
『
国
學
院
雑
誌
』
第
七
九
巻
四
号
（
一
九
八
四
年
）

　
（
3
）
　
波
戸
岡
の
注
（
2
）
の
論
の
他
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
前
田
幸

　

　
　
t
w
　
（
1
九
六
九
年
）
・
山
谷
紀
子
氏
（
1
1
0
0
八
年
）
な
ど
の
論
が
あ

　
　
　
る

　
（
4
）
　
角
川
文
化
振
興
財
団
編
『
古
代
地
名
大
辞
典
』
（
角
川
書
店
）

　
（
5
）
　
黒
板
勝
美
編
・
国
史
大
系
『
扶
桑
略
記
　
帝
王
編
年
記
』
（
吉
川
弘

　
　

文
館
）

　
（
6
）
　
小
島
憲
之
コ
禺
葉
語
の
解
鐸
と
出
典
の
問
題
」
『
万
葉
集
大
成
』
訓

　
　

詰
篇
（
平
凡
社
）

　
（
7
）
　
孟
慶
遠
主
編
『
中
国
歴
史
文
化
事
典
』
（
新
潮
社
）

　
（
8
）
　
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
（
大
修
館
書
店
）

　
（
9
）
　
注
（
6
）
に
同
じ

　
（
1
）
伊
藤
博
『
万
葉
集
釈
注
』
三
（
集
英
社
）

　
（
1
）
　
時
代
的
に
こ
こ
に
李
嬌
「
清
明
日
龍
門
遊
乏
」
詩
も
あ
る
が
、
論
旨

　
　
　
の
都
合
上
引
用
し
な
か
っ
た

　
（
1
2
）
　
『
旧
唐
書
』
に
は
太
宗
・
中
宗
・
則
天
武
后
・
玄
宗
な
ど
の
皇
帝
の

　
　

行
幸
が
残
る

　
（
1
3
）
　
波
戸
岡
の
注
（
1
）
論
の
他
、
月
野
文
子
（
一
九
八
四
年
）
・
田
中

　
　

ire
l　
（
1
九
九
八
u
r
）
　
’
太
田
m
s
之
　
（
1
九
九
九
年
）
・
善
養
寺
淳
一

　
　
　
（
1
1
0
1
六
年
）
な
ど

（
1
4
）
　
井
実
充
史
「
『
懐
風
藻
』
吉
野
詩
に
つ
い
て
」
『
福
島
大
学
教
育
学
部

　
　

論
集
』
第
六
十
五
号
（
一
九
九
八
年
）
に
詳
し
い

　
（
1
）
　
代
表
的
な
も
の
で
は
中
西
進
（
年
）
・
高
兵
兵
（
1
1
0
1
1
l
u
r
）
　
・
上

　
　
野
誠

（1

10
1
七
）
な
ど
の
論
が
あ
る

（
1
6
）
　
小
島
憲
之
（
一
九
五
四
）
・
中
西
進
（
一
九
六
↓
年
）
な
ど
の
論
を

　
　
は
じ
め
と
し
て
、
『
万
葉
集
』
の
柘
枝
歌
と
の
か
ら
み
か
ら
も
多
数
あ

　
　
る
。
こ
こ
で
は
詳
細
を
省
く

（
1
）
　
吉
野
詩
に
限
定
す
る
と
、
沖
光
正
（
一
九
八
1
年
）
や
辰
巳
正
明
編

　
　
『
懐
風
藻
ー
日
本
的
自
然
観
は
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
か
ー
』
（
笠
間
書

　
　
院
）
（
1
1
0
0
八
年
）
に
所
収
の
諸
論
な
ど
が
詳
し
い

（
1
8
）
　
注
（
2
）
に
同
じ

（
1
9
）
注
（
1
）
に
同
じ

（
2
0
）
　
拙
稿
「
中
国
詩
の
受
容
ー
『
懐
風
藻
』
詩
人
達
の
方
法
ー
」
『
懐
風

　
　
藻
研
究
』
第
六
号
（
日
中
比
較
文
学
研
究
会
）
（
1
1
0
0
0
年
）

（
2
1
）
　
高
潤
生
「
『
懐
風
藻
』
と
中
国
文
学
ー
釈
弁
正
「
与
朝
主
人
」
詩
考
」

　
　
『
皇
学
館
論
叢
』
第
二
十
七
号
五
巻
（
一
九
九
四
年
）

（
2
2
）
　
「
哺
」
に
関
し
て
は
、
増
尾
伸
一
郎
「
清
風
、
院
哺
に
入
る
ー
『
懐

　
　
風
藻
』
の
詩
宴
に
お
け
る
院
籍
の
位
相
」
『
懐
風
藻
ー
漢
字
文
化
圏
の

　
　
中
の
日
本
古
代
漢
詩
ー
』
（
笠
間
書
院
）
（
1
1
0
0
0
年
）
に
詳
し
い
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